
支援プログラム 作成日 2025 年 3 月 25 日

法人名 株式会社プローバー 事業所名 放課後等デイサービス　フク
シア 営業日 月～金 送迎実施 あり

実施事業 放課後等デイサービス 営業時間 10：00～19：00

法人理念 こどもたちとご家族がそれぞれの時間をより充実できるように一緒に歩む。

支援方針 こどもたちが楽しく自由にのびのびと成長できるように、安全安心を心掛けて支援します。

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

・毎日の健康観察（体温、睡眠）と記録の徹底
・手洗い・排泄・衣服の着脱などの日常生活スキルを個別に指導
・食事支援（配膳・後片付け・適切な食具の使用指導）や清潔保持の支援
・自己管理能力向上のための視覚スケジュール導入（時計・タイマーの活用）

運動・感覚
・感覚統合遊び
・運動プログラム（ダンス・ラジオ体操）を毎日実施
・運動が苦手な児童には、成功体験を積ませる個別プログラムを作成

認知・行動
・認知行動療法的アプローチを用いた気持ちのコントロール支援（気持ち表示カードなど）
・視覚支援（絵カード、写真、スケジュール）を活用して見通しと安心感を提供
・場面ごとのルールを明確化し、自己コントロールと自立的行動を促進

言語
コミュニケーション

・ソーシャルスキルトレーニング（ SST）を小集団で定期実施
・絵カードや写真表示などで非言語児にも対応
・会話のキャッチボール練習や、感情表現ワークショップを通じた発信力強化

人間関係社会性
・ごっこ遊びや役割遊びを通じて他者との関わり方を自然に学ぶ環境づくり
・「順番を待つ」「譲る」「助け合う」などの社会的ルールを実地指導
・多様な年齢・特性の児童との関わりを通じて、柔軟な対人関係力を育成

家族支援
・定期的な個別面談（最低年 2回）を実施し、支援計画・家庭状況を共有
・家庭での困りごとへの助言（生活リズム、対応方法、就学支援など）
・緊急時やトラブル時には即時連絡・対応体制を整備

移行支援

・小学校  → 中学校 → 高校・福祉施設・就労支援への移行を見据えた個別対応
・学校・相談支援専門員・支援学校などとのケース会議を定期的に開催
・移行前の体験活動（例：支援学校の見学・実習）や本人への準備支援
・保護者の進路不安を軽減するための情報提供と選択支援

地域支援地域連携
・小中学校、地域包括支援センターとの日常的な情報共有と連携体制
・医療・療育機関、児童相談所、家庭児童支援員との連携による多角的支援 職員の質の向上

・年間研修計画を策定（虐待防止、医療的ケア、発達理解、 SST手法など）
・スキルアップ研修や施設間の合同研修を実施
・職員ミーティング（月 1回以上）で支援の振り返りと改善を実施
・新人職員へのOJT体制（メンター制度）や定期フィードバックの導入

主な行事等

・4月：お花見、春の外遊び、外出、工場見学（春休み）
・7月：川遊び、水遊び（夏休み）
・8月：夏祭り、避難訓練、自由研究支援、川遊び、水遊び、工場見学（夏休み）
・12月：クリスマス会、年賀状づくり、外出（冬休み）
・１月：初詣・外出（冬休み）
・3月：お別れ会、春の外遊び、外出（春休み）

安全対策

・年2回以上の避難訓練（火災・地震・不審者）を実施し記録保存
・感染症対策マニュアルの整備と毎日の衛生管理の徹底
・送迎車の安全点検・シートベルト確認・乗降チェックリストの徹底
・職員間でのヒヤリハット報告・事例共有の習慣化
・AED設置と使用方法の訓練（年 1回以上）


